
ビッグ・ホーン国有林 
人と自然への思いやりを形に

シェル・フォ
ールズ 

シェル・フォールズ
渓流と奇岩に満ちたビッグ・
ホーン山系中心部への誘い

今日あるビッグ・ホーンの隆起と、その両脇にある盆
地地帯の沈降が始まったのは約六千万年前。ビッ
グ・ホーンの最高点は標高１３、１７５フィートのクラウ
ド・パーク。一番低いのは、ビッグ・ホーン盆地のグレ
イ・ブルで、標高３，７８８フィートとなっている。

シェル渓谷露出岩盤層の地質史概観

＊先カンブリア紀の結晶花崗岩：約二十五億年前に
地球の核で生成された火成岩で、ピンクとグレーの色
を帯び、六千五百万年前までに地表に押し上げられ
てきたもの。

＊堆積岩盤層：過去数十億年の間、ビッグ・ホーン一
帯が浅海となっていた時期が何度かあり、その古代
の海底で堆積物が圧縮されて岩盤層となったもの。

＊ビッグ・ホーン・ドロマイト：五億年ほど前に形成され
た堆積岩盤で、構成要素は鉱物性ドロマイトや海洋
性の貝・植物類。色は褐色もしくはグレー。

百万年ぐらいにわたってシェル・クリークが堆積岩層
と古代の花崗岩層を深く侵食し、毎秒三千六百ガロ
ンの流出量を誇るシェル・

フォールズは、そ
の固い花崗岩層
の割れ目に沿っ
て流れ落ちてい
る。

シェル渓谷の名
前は、渓谷の堆
積岩盤から貝類
の化石がよく発見
されることに由来
する。



シェル・フォールズ文明史概観

１１，１００－８，０００年前：原住
民集落の時代。マンモス、ラク
ダ、馬、バイソンなどを狩猟す
る生活を営む。 
５，０００－３，５００年前：研削
器具を多用した形跡。農耕社
会への移行。
２，０００－５００年前：弓矢の
発明・使用。
１８２０年代：毛皮商人や猟師
の進出。
１８７０年代：米軍探検隊による探査。
１９０９年：バリントン・ノーザン鉄道、グレイ・ブルまで
開通。
１９２０年代：シェル・フォールズ観光開始。
１９３２年：シェル・フォールズへの最初の道路開通。
１９６０年代：シェル・フォールズへのハイウェイ開通。
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シェル・フォールズはビッグ・ホーン地区定住者の多く
がその記録の中で言及しており、低地居住者が夏季
の避暑地として訪れていた。一際目立つ高台である
コプマンズ・トゥームはドロマイトと石灰岩からなり、シ
ェル・フォールズの初期の定住者であり発明家であっ
た人物の名前に由来する

そのジャック・コプマンは、１８７９年にビッグ・ホーン地
区に牧畜経営者に従ってやって来ると、シェル・クリ
ークの支流で狩猟に従事。その支流はその事実に因
んで現在トラッパーズ・クリークと呼ばれている。飛行
機が発明されるずっと以前にコプマンが発明したモ
デル・グライダーは、訪れる人の目をひいた。コプマ
ンの夢は、本格的なグライダーを作り、今日コプマン
ズ・トゥーム呼ばれている楔形の高台の突端から飛ば
すことであったが、その夢は実現されずに終わった。
飛行機発明のニュースを耳にして、コプマンは自分の
死後遺灰を高台に散布してくれるよう遺言を残した。

コプマンが１９０７年に逝去した折、遺族はヨーロッパ
にいたため、その遺志は実行されず、遺骸はグレイ・
ブルの墓地に埋葬されたが、現在コプマンの記念碑
がコプマンズ・トゥームに建てられている。

シェル・フォールズの生態系

通称ディッパーと呼ばれるカワガ
ラスが渓流に身を沈めて餌を探す
姿が散見される。カワガラスは水生昆
虫やそのさなぎを餌とし、油脂分の富
んだ羽毛でもって低温の水から体
を守り、水辺に苔で防水措置を施
した球状の巣を作る。

滝壷の近くには、水流で
運ばれてきた餌を目当て
に泳いでいる虹鱒がよく
見られる。虹鱒は水生昆

虫とそのさなぎや小型の魚を餌とし、その名前は両側
面に見られるピンクと青色の紋様に由来している。カ
リフォルニアのシエラ山系に元々生息していたが、現
在ではアメリカ西部一帯に生息域を広げている

シェル・フォールズからバージェス・
ジャンクションにわたる一帯では、ム
ースが柳の根元部分を食んでいる
姿がよく見られる。ムースは枝角の
ある動物の中では北米最大で、スコ
ップ状の角が鼻の辺りまで垂れてい
る。当地に生息しているのは、１９４８
年にワイオミングの他の地域から移

されたものである。

シェル渓谷をドライブしていると、ミュ
ールジカを見かけることがある。ミュー
ルジカの名前は、その特徴のある大
きな耳に由来する。好物とするの
は、マウンテン・マホガニーやサー
ビス・ベリーを始めとするやぶ科の植物である。

シェル・フォールズ旅行者センター
近辺で見かけるカール状の

マホガニーの葉は、剪定
されているように見える
であろう。実際、ミュー
ルジカは柔らかいマホ

ガニーの葉を好物としてい
るので、確かに｢剪定｣され
ているのである。

マウンテン・マホガニーの
カール状の葉 (©Vanessa 
Richens/Bugwood.com)
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虹鱒 (© mikeledray)
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ようこそビッグ・ホーンへ！ 

ビッグ・ホーン山系を走る三つの
ハイウェイは、その景観の良さで
ずば抜けているため、米国林野
部とワイオミング州によってシー
ニック・バイウェイ(景観間道)に指
定されている。ビッグ・ホーン山系
来訪の際には、このハイウェイの最
低一つは通って行くことになる

ビッグ・ホーン・シーニックハイウェイ(米
国ハイウェイ１４号線)は、シェル渓谷とシェ
ル・フォールズに通じており、東方百マイルに
わたってパウダー盆地の景観を見晴らすことが
出来る。
メディソン・ホイール・パッセージ(米国ハイ

ウェイ１４号線A)は、高山部の草原と森林に覆わ
れた山腹地帯に通じ、メディソン・ホイール国立歴
史史跡の側を通っており、ビッグ・ホーン西部の目を
奪うような急傾斜地域を貫いている

クラウド・ピーク・スカイウェイ(米国ハイウェイ１６号線)
は、テンスリープ渓谷の絶景の中を上り、ロッジポー
ルパインの生い茂る高山森林地帯を貫き、クラウド・ピ
ーク自然保護地域の景観を見晴らすことが出来る。

Fall along a 
Bighorn Mountain 
stream (© Sascha  
Burkhard)

Arrowleaf balsamroot 
(©zschnepf)

ビッグ・ホーンを始めとする国有林の制度は１８９７年
２月２２日に制定されたが、それはセオドア・ローズベ
ルト、ジョージ・バード・グリンネル、ギフォール・ピンシ
ョットなどの著名人は無論のこと、数多くの初期の無
名の自然保護論者の活動にも負うところが大きい

米国農務省林野部は国有林の管理を担当しつつ、
木材、水資源、野生動物の生息環境、家畜飼料、観
光資源を均衡の取れた形で確保・提供し、アメリカ国
民の現在・未来のニーズに応えることをその使命とし
ている。

ビッグ・ホーン国有林の管理にあたっているのは下記
の出張所である。当ビッグ・ホーン郡について更なる
情報をお求めの方は、出張所を訪れになるか、御連
絡を。

Medicine Wheel Ranger District
95 Highway16/20 
Greybull, WY 82426 
Phone: 307-765-4435

Powder River Ranger District
1415 Fort Street
Buffalo, WY 82834
Phone: 307-684-7806

Tongue Ranger District
2013 Eastside 2nd Street
Sheridan, WY 82801
Phone: 307-674-2600
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